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１．はじめに
　東北地方の各地で松くい虫被害からマツを守るた
たかいが続いています。松くい虫被害の正体は、マ
ツノマダラカミキリによって運ばれるマツノザイセ
ンチュウが原因で起こるマツの木の病気、すなわち
マツ材線虫病ということになるのですが、マツノマ
ダラカミキリなどの昆虫の加害で木が枯れると信じ
られていた時代のなごりで、「松くい虫」という呼
び名が今も使われています。そのような経緯で、
「松くい虫」という言葉が今日使われるときには、
木が枯れる原因であるマツ材線虫病を指す場合と、
病原体を運ぶマツノマダラカミキリを指す場合があ
ることについて、まずはご理解下さい。

２．松くい虫の木くず？！
　松くい虫被害の侵入や拡大が心配されているマツ
林を歩いていて、枯れ木の根元に大量の木くず（写
真1）が積もっているのを見つけ「これは、松くい
虫の被害では？」と驚かれたことはないでしょう
か？確かに、松くい虫被害を引き起こすマツノマダ
ラカミキリは枯れたマツの樹皮下を食い荒らして木
くずを出します。し
かし、それは樹幹か
ら外部に大量に排出
されるようなことは
なく、形状的にも細
長い繊維状のものが
多く含まれていて
（写真2）、写真1
のものとは見た目が
全然ちがいます。ま
た、マツノマダラカ
ミキリは枯れ木の中
でも樹幹上部や太枝
に多く生息し、根元
のあたりにはほとん
どいません。枯れた
マツの根元の木くず
は、マツノマダラカ
ミキリが出したもの
ではありません。

３．根元の木くずを出したのは
　実は、枯れたマツの根元に木くずを大量に排出し
た「犯人」は、オオゾウムシです。成虫は体長が1

～3cmにもなる大型のゾウムシの仲間で（写真
3）、幼虫は針葉樹、広葉樹の枯れ木の根元付近の
湿った材を食べて穴を作ります（写真4）。このと
きにできた糞や食べ
かすを、穴の入り口
を覆う樹皮の隙間か
ら外界に排出するの
で、オオゾウムシ幼
虫の住み着いた枯れ
木の根元には大量の
木くずがたまること
になります。
　オオゾウムシは日
本中どこにでもいる
普通の昆虫で、マツ
ノマダラカミキリの
ように病原体を運ん
で木を枯らすような
ことはしません。た
だ、餌になるような
伐倒木や枯れ木があ
ると多数が穿孔して
材を穴だらけにしてしまうことがあります。立木で
あれば折損、倒伏の原因になりますし、貯木場で発
生すればせっかくの木材が台無しになってしまいま
す。また、オオゾウムシは松くい虫被害を発生させ
るわけではありませんが、枯れたマツの匂い成分を
使った誘引器にはオオゾウムシの成虫がたくさん飛
来しますし（と言いつつ、筆者はオオゾウムシ成虫
が実際に飛んでいるところを目撃したことはないの
ですが）、松くい虫で枯れたマツにはよくオオゾウ
ムシ幼虫が加害しています。松くい虫被害で発生す
る大量の枯れ木を利用して繁栄している虫、という
見方ができそうです。

４．おわりに
　このように見てくると、オオゾウムシは松くい虫
被害とまったく無関係、と言うわけにはいかなくな
ります。つまり、オオゾウムシの繁殖を示す枯れた
マツの根元の木くずは、「松くい虫」が出したもの
ではないのですが、そのマツ林に松くい虫被害が広
がっている可能性を示す指標にはなっているのです。

写真1：マツの木の根元で見つかった大
量の木くず

写真4：マツの枯れ木の幹に作られた穿
入孔に潜んでいたオオゾウムシ幼虫

写真3：オオゾウムシ成虫

写真2：枯れたマツの樹皮下から現れた
マツノマダラカミキリ幼虫とその木くず

7 みどりの東北 Vol.182


